
中
国
の
文
豪
魯
迅
は
日
本
に
留
学
し
、
仙
台
医
学
専
門
学
校
で

医
学
を
学
ん
だ
。
そ
の
と
き
作
成
し
た
ノ
ー
ト
は
、
北
京
の
魯
迅

博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
た
人
は
多
く
、
日
本
で

も
展
示
さ
れ
た
が
、
系
統
的
な
調
査
は
行
わ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
。
演
者
は
、
一
九
九
三
年
八
月
お
よ
び
一
九
九
四
年
七
月
、
魯

迅
博
物
館
の
好
意
で
調
査
を
行
っ
た
の
で
報
告
す
る
。
一
般
に
は

魯
迅
の
解
剖
学
ノ
ー
ト
と
よ
ば
れ
て
い
る
が
、
解
剖
学
以
外
の
科

目
も
含
ま
れ
、
ま
た
筆
記
六
冊
中
の
一
冊
が
《
解
剖
学
》
と
名
付

け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
魯
迅
博
物
館
の
命
名
に
従
い
、
全
体
を
魯

迅
医
学
筆
記
と
呼
ぶ
。

魯
迅
医
学
筆
記
は
六
冊
か
ら
な
り
、
各
冊
は
大
学
ノ
ー
ト
数
冊

が
合
本
製
本
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
各
冊
は
冒
頭
の
記
載
に
よ
っ

て
名
付
け
ら
れ
、
名
称
、
内
容
、
魯
迅
記
載
の
講
義
担
当
者
は
次

９
魯
迅
医
学
筆
記
に
つ
い
て

泉
彪
之
肋

の
通
り
で
あ
る
。

《
有
機
化
学
》
…
有
機
化
学
（
佐
野
喜
代
作
）
、
有
機
化
学
（
１
）
、

有
機
化
学
Ⅱ

《
解
剖
学
》
…
解
剖
学
総
論
（
発
生
学
を
含
む
）
、
骨
学
、
靱
帯
学

（
左
記
す
べ
て
敷
波
重
治
郎
）
、
筋
学
（
藤
野
厳
九
郎
）

《
五
官
学
》
…
感
覚
器
学
（
敷
波
菫
治
郎
）
、
内
臓
学
（
敷
波
車
治

郎
）
、
内
臓
学
Ⅱ

《
脈
管
学
》
…
脈
管
学
（
藤
野
厳
九
郎
）
、
神
経
（
解
剖
）
学
、
局

所
解
剖
学
（
上
肢
、
頭
部
）

《
組
織
学
》
。
：
組
織
学
（
敷
波
重
治
郎
）
、
生
理
学

《
病
変
学
》
：
・
病
理
学

生
理
学
、
病
理
学
に
は
担
当
者
名
が
な
い
。
《
脈
管
学
》
に
は
最

初
し
か
担
当
者
名
が
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
全
部
が
藤
野
厳
九
郎

の
担
当
と
思
わ
れ
る
。
骨
学
が
敷
波
重
治
郎
の
担
当
な
の
は
、
魯

迅
の
作
品
「
藤
野
先
生
」
の
記
載
と
異
な
っ
て
い
る
。

『
仙
台
に
お
け
る
魯
迅
の
記
録
』
に
記
載
さ
れ
た
仙
台
医
学
專
門

学
校
一
年
級
、
二
年
級
の
講
義
科
目
と
比
較
す
る
と
、
物
理
学
、

ド
イ
ツ
語
、
倫
理
学
、
細
菌
学
、
薬
物
学
、
診
断
学
、
外
科
総
論

な
ど
の
筆
記
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
魯
迅
医
学
筆
記
は
、
魯
迅
が
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藤
野
厳
九
郎
に
よ
る
加
筆
訂
正
は
、
担
当
の
《
脈
管
学
》
に
も

っ
と
も
多
い
が
、
担
当
科
目
で
な
い
《
五
管
学
》
、
《
有
機
化
学
》
、

《
病
変
学
》
、
《
組
織
学
》
に
も
認
め
ら
れ
た
。
藤
野
厳
九
郎
の
担

当
科
目
で
あ
る
筋
学
を
含
め
、
《
解
剖
学
》
に
は
図
へ
の
加
筆
を
除

魯
迅
の
描
い
た
解
剖
図
は
極
め
て
丁
寧
に
画
か
れ
て
お
り
、
講

義
中
に
画
い
た
も
の
で
な
く
、
放
課
後
に
書
き
直
し
た
可
能
性
が

き
、
訂
正
が
な
い
。

大
き
い
。

容
、
日
本
に
お
け
る
解
剖
学
群

に
は
見
い
だ
さ
れ
な
か
っ
た
。

仙
台
医
学
專
門
学
校
在
学
中
に
作
成
し
た
ノ
ー
ト
の
全
部
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

化
学
は
有
機
化
学
、
脈
管
学
は
動
脈
系
、
局
所
解
剖
学
は
上
肢

と
頭
部
の
み
で
あ
る
。

解
剖
学
に
関
連
し
た
ノ
ー
ト
で
は
、
日
本
語
（
仮
名
は
片
仮
名
）
、

ド
イ
ツ
語
、
ラ
テ
ン
語
が
用
い
ら
れ
、
語
源
に
つ
い
て
、
ギ
リ
シ

ャ
語
が
２
カ
所
書
か
れ
て
い
る
。

「
藤
野
先
生
」
に
書
か
れ
て
い
る
藤
野
厳
九
郎
の
最
初
の
講
義
内

容
、
日
本
に
お
け
る
解
剖
学
発
達
の
歴
史
は
、
魯
迅
医
学
筆
記
中

「
藤
野
先
生
」
に
あ
る
、
「
君
は
血
管
の
位
置
を
変
え
た
ね
」
と

い
う
文
に
対
応
す
る
よ
う
な
記
載
が
、
大
腿
血
管
の
と
こ
ろ
で
認

め
ら
れ
た
。

藤
野
厳
九
郎
に
よ
る
加
筆
訂
正
は
し
ば
し
ば
過
度
で
、
こ
れ
が

魯
迅
が
上
記
の
「
血
管
の
位
置
」
の
文
を
加
え
た
理
由
、
あ
る
い

は
魯
迅
が
文
学
に
転
向
し
た
原
因
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

（
福
井
県
立
大
学
看
護
短
期
大
学
部
）
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